
(57)【要約】

【課題】パッケージのチップの上面と側面およびパッケ

ージの基板から押圧ヒートシンク機構に対して熱伝達が

行なわれて、広範囲からの熱伝達により押圧ヒートシン

ク機構の放熱特性を最大限に活用して効果的に放熱を行

って冷却することができる。

【解決手段】中央にパッケージ装着部を有するソケット

本体と、該ソケット本体に対して上下動可能に設けられ

たカバー部材と、前記ソケット本体のパッケージ装着部

に装着されたパッケージを保持する押圧ヒートシンク機

構と、該パッケージと接続される複数個のコンタクトと

を有する電子部品用ソケットにおいて、前記押圧ヒート

シンク機構が、前記ソケット本体にアーム部材により回

動可能に枢支された押圧部材の上面にヒートシンク部材

を有する。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
中 央 に パ ッ ケ ー ジ 装 着 部 を 有 す る ソ ケ ッ ト 本 体 と 、 該 ソ ケ ッ ト 本 体 に 対 し て 上 下 動 可 能 に
設 け ら れ た カ バ ー 部 材 と 、 前 記 ソ ケ ッ ト 本 体 の パ ッ ケ ー ジ 装 着 部 に 装 着 さ れ た パ ッ ケ ー ジ
を 保 持 す る 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 と 、 該 パ ッ ケ ー ジ と 接 続 さ れ る 複 数 個 の コ ン タ ク ト と を
有 す る 電 子 部 品 用 ソ ケ ッ ト に お い て 、
前 記 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 は 、 前 記 ソ ケ ッ ト 本 体 に ア ー ム 部 材 に よ り 回 動 可 能 に 枢 支 さ れ
た 押 圧 部 材 の 上 面 に ヒ ー ト シ ン ク 部 材 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 電 子 部 品 用 ソ ケ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ヒ ー ト シ ン ク 部 材 は 、 ほ ぼ 平 行 に 間 隔 を 置 い て 形 成 さ れ た 複 数 個 の フ ィ ン が 上 面 に 設
け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 子 部 品 用 ソ ケ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ヒ ー ト シ ン ク 部 材 の フ ィ ン は 、 対 向 す る ヒ ー ト シ ン ク 部 材 の フ ィ ン と 同 じ 方 向 に 整 列
す る よ う に 設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 電 子 部 品 用 ソ ケ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 対 向 す る 押 圧 部 材 が 、 前 記 パ ッ ケ ー ジ 装 着 部 に 装 着 さ れ た パ ッ ケ ー ジ を 押 圧 す る よ う
に 前 記 ア ー ム 部 材 に よ っ て 枢 支 さ れ 、 前 記 押 圧 部 材 が 熱 伝 達 シ ー ト 部 材 か ら 形 成 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 電 子 部 品 用 ソ ケ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 熱 伝 達 シ ー ト 部 材 は 、 装 着 さ れ る パ ッ ケ ー ジ の チ ッ プ 形 状 に 対 応 し た 形 状 の 窪 み 部 が
形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 電 子 部 品 用 ソ ケ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 Ｉ Ｃ パ ッ ケ ー ジ 等 の 半 導 体 装 置 と し て の 電 子 部 品 が 用 い ら れ る Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト に
関 す る も の で 、 特 に 、 ソ ケ ッ ト 本 体 に 装 着 さ れ た パ ッ ケ ー ジ の 押 圧 保 持 と 放 熱 と を 良 好 に
行 っ て 熱 拡 散 を 向 上 す る こ と が で き る 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 を 有 す る 電 子 部 品 用 ソ ケ ッ ト
に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 電 子 部 品 と し て の Ｉ Ｃ パ ッ ケ ー ジ 等 は 、 Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の ソ ケ ッ ト 本 体 に 装 着 し 、 押
圧 機 構 に よ っ て 押 圧 し て 保 持 す る よ う に し た Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 に お け る こ の よ う な 電 子 部 品 と し て の Ｉ Ｃ パ ッ ケ ー ジ 等 が 装 着 さ れ る Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の
、 例 え ば 、 ボ ー ル ・ グ リ ッ ド ・ ア レ イ ・ タ イ プ の Ｉ Ｃ パ ッ ケ ー ジ 用 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト に お い
て は 、 Ｉ Ｃ パ ッ ケ ー ジ の 発 生 し た 熱 を 効 果 的 に 放 散 し て 冷 却 す る よ う に ヒ ー ト シ ン ク を 用
い た 熱 放 散 が 行 な わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の よ う な 従 来 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の 幾 つ か の 例 が 図 １ ３ 乃 至 図 １ ７ に 示 さ れ て い る 。 図 １ ３
は 、 従 来 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト を テ ス ト 状 態 で 示 す 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 が 閉 合 し て い る 時 の 概
略 説 明 斜 視 図 で 、 図 １ ４ は 、 図 １ ３ の 従 来 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト を 操 作 状 態 で 示 す 押 圧 ヒ ー ト シ
ン ク 機 構 が 開 放 し て い る 時 の 概 略 説 明 斜 視 図 、 図 １ ５ は 、 図 １ ３ の 従 来 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の
押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 の 閉 合 状 態 に お け る 熱 放 散 状 態 を 示 す 断 面 部 分 図 で あ る 。 さ ら に 、
図 １ ６ は 、 従 来 の 別 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 の 閉 合 状 態 に お け る 熱 放 散 状
態 を 示 す 断 面 部 分 図 で 、 図 １ ７ は 、 従 来 の さ ら に 別 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機
構 の 閉 合 状 態 に お け る 熱 放 散 状 態 を 示 す 断 面 部 分 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
図 １ ３ 乃 至 図 １ ５ に 示 さ れ る よ う に 、 従 来 に お け る １ つ の 例 と し て の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト １ ０ ０
は 、 オ ー プ ン ト ッ プ タ イ プ の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト で あ っ て 、 固 定 側 の ソ ケ ッ ト 本 体 １ ０ １ と 、 ソ
ケ ッ ト 本 体 １ ０ １ に 対 し て 上 下 動 可 能 に 設 け ら れ た オ ー プ ン ト ッ プ タ イ プ の カ バ ー 部 材 １
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０ ２ と 、 中 央 に Ｉ Ｃ パ ッ ケ ー ジ 等 の パ ッ ケ ー ジ 装 着 部 を 有 す る 台 座 １ ０ ３ と 、 台 座 １ ０ ３
上 に 装 着 さ れ た Ｉ Ｃ パ ッ ケ ー ジ １ １ ０ を 押 圧 し て 保 持 し 、 か つ Ｉ Ｃ パ ッ ケ ー ジ １ １ ０ の チ
ッ プ １ １ １ の 熱 放 散 を は か る 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 １ ０ ４ と 、 Ｉ Ｃ パ ッ ケ ー ジ １ １ ０ の 残
り の 両 側 部 分 を 押 圧 す る 押 圧 機 構 １ ０ ５ と 、 Ｉ Ｃ パ ッ ケ ー ジ １ １ ０ の 外 部 端 子 と 接 続 さ れ
る 複 数 個 の コ ン タ ク ト （ 図 示 し な い ） と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
さ ら に 、 こ の よ う な 従 来 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト １ ０ ０ に お い て は 、 Ｉ Ｃ パ ッ ケ ー ジ １ １ ０ を 押 圧
し て 保 持 す る と 共 に 熱 の 放 散 を 兼 ね 備 え た 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 １ ０ ４ は 、 ヒ ー ト シ ン ク
部 材 １ １ ４ と 、 ソ ケ ッ ト 本 体 １ ０ １ の 中 央 部 分 に 対 応 し て ヒ ー ト シ ン ク 部 材 １ ０ ７ の 内 側
の 側 辺 部 分 の 下 面 に 設 け ら れ た 押 圧 部 材 １ ０ ８ と 、 ヒ ー ト シ ン ク 部 材 １ ０ ７ を 先 端 部 に て
支 持 す る 枢 動 可 能 な ア ー ム 部 材 １ ０ ９ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
さ ら に ま た 、 こ の 押 圧 と 放 熱 と を 兼 用 す る 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 １ ０ ４ は 、 Ｉ Ｃ パ ッ ケ ー
ジ １ １ ０ の チ ッ プ １ １ １ の 熱 放 散 を 行 っ て 冷 却 す る た め に 複 数 個 の フ ィ ン １ １ ５ が ヒ ー ト
シ ン ク 部 材 １ ０ ７ の 上 面 に 設 け ら れ て お り 、 ヒ ー ト シ ン ク 部 材 １ １ ４ の 下 面 に 一 体 的 に 設
け ら れ た 熱 伝 達 シ ー ト 部 材 か ら 成 る 押 圧 部 材 １ ０ ８ は 、 Ｉ Ｃ パ ッ ケ ー ジ １ １ ０ の チ ッ プ １
１ １ の 大 き さ の ほ ぼ 半 分 の 大 き さ を な し て お り 、 対 向 す る ヒ ー ト シ ン ク 部 材 １ ０ ７ の 押 圧
部 材 １ ０ ８ と 対 と な っ て チ ッ プ １ １ １ を 上 方 か ら ほ ぼ 全 体 的 に 亙 っ て 押 圧 し て 保 持 す る よ
う に 形 成 さ れ て い る 。 図 示 に お い て 適 用 さ れ る Ｉ Ｃ パ ッ ケ ー ジ １ １ ０ に は 、 サ ブ ス ト レ ー
ト で あ る 基 板 １ １ ２ の 上 面 に チ ッ プ １ １ １ が 設 け ら れ た Ｉ Ｃ パ ッ ケ ー ジ １ １ ０ が 使 用 さ れ
る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 こ れ ら ソ ケ ッ ト 本 体 １ ０ １ と カ バ ー 部 材 １ ０ ２ と 台 座 １
０ ３ 等 と は 、 例 え ば 電 気 的 に 絶 縁 性 の 適 宜 な 合 成 樹 脂 材 料 か ら 作 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の よ う な 従 来 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト １ ０ ０ に お い て 、 先 ず 、 カ バ ー 部 材 １ ０ ２ を 押 し 下 げ て 押
圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 １ ０ ４ を 図 １ ２ に 示 さ れ る よ う な 上 方 に 開 か れ た 操 作 状 態 に し た な ら
ば 、 Ｉ Ｃ パ ッ ケ ー ジ １ １ ０ を 台 座 １ ０ ３ の 上 に 載 置 し て 、 そ の 後 に 、 カ バ ー 部 材 １ ０ ２ の
押 し 下 げ を 止 め れ ば 、 カ バ ー 部 材 １ ０ ２ は 内 蔵 の ば ね 部 材 １ １ ８ に よ っ て 上 方 に 押 し 上 げ
ら れ て 、 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 １ ０ ４ が 、 台 座 １ ０ ３ の 上 に 載 置 さ れ た Ｉ Ｃ パ ッ ケ ー ジ １
１ ０ の 上 に 載 せ ら れ て 閉 合 さ れ る の で 、 こ の 状 態 で 、 例 え ば テ ス ト を 行 え ば 、 Ｉ Ｃ パ ッ ケ
ー ジ １ １ ０ が 通 電 さ れ て 発 生 し た 熱 は 、 熱 伝 達 シ ー ト 部 材 か ら 成 る 押 圧 部 材 １ ０ ８ を 介 し
て ヒ ー ト シ ン ク 部 材 １ ０ ７ に 伝 え ら れ 、 フ ィ ン １ １ ５ に よ っ て 外 気 に 対 し て 放 熱 さ れ て 冷
却 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 こ の よ う な 場 合 の 熱 の 放 散 は 、 図 １ ５ に 示 さ れ る よ う に チ ッ プ １ １ １ の 上
面 に お い て の み 熱 の 伝 達 が 行 わ れ て チ ッ プ １ １ １ の 上 面 か ら 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 １ ０ ４
の ヒ ー ト シ ン ク 部 材 １ ０ ７ に 熱 が 伝 達 さ れ て フ ィ ン １ １ ５ に よ っ て 熱 放 散 が 行 な わ れ る の
み で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 従 来 の 別 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト や 、 さ ら に 他 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト に お い て も 、 図 １ ６ や 図 １ ７
に 示 さ れ る よ う に 、 熱 伝 達 シ ー ト 部 材 １ ０ ８ ａ 、 １ ０ ８ ｂ が ヒ ー ト シ ン ク 部 材 １ ０ ７ の 下
面 に 設 け ら れ た 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 １ ０ ４ に お い て は 、 熱 の 放 散 は 、 チ ッ プ １ １ １ の 上
面 か ら 、 熱 伝 達 シ ー ト 部 材 １ ０ ８ ａ 、 １ ０ ８ ｂ と の 接 触 面 の み か ら の 熱 が ヒ ー ト シ ン ク 部
材 １ ０ ７ に 伝 達 さ れ て 熱 の 放 散 が 行 な わ れ る だ け で あ り 、 Ｉ Ｃ パ ッ ケ ー ジ １ １ ０ か ら の 発
生 さ れ た 熱 の 放 散 が 効 果 的 に 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 １ ０ ４ に 伝 達 さ れ ず に 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の よ う に 、 従 来 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト に お い て は 、 Ｉ Ｃ パ ッ ケ ー ジ の 通 電 に よ っ て 発 生 し た 熱
は 、 チ ッ プ の 上 面 か ら の み 接 触 面 を 介 し て 熱 伝 達 シ ー ト 部 材 や 、 あ る い は 直 接 に ヒ ー ト シ
ン ク 部 材 に 伝 達 さ れ て 放 散 さ れ る の み で 、 良 好 に 熱 の 放 散 が 行 な わ れ な い 等 の 問 題 が あ る
。
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【 ０ ０ １ ２ 】
従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 こ の よ う な 従 来 に お け る 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 パ ッ ケ ー ジ
の 露 呈 し て い る チ ッ プ の 上 面 と 側 面 、 サ ブ ス ト レ ー ト の よ う な 基 板 の 表 面 と か ら 熱 伝 達 シ
ー ト 部 材 を 介 し て 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 に よ っ て 良 好 に 放 熱 を 行 っ て 放 熱 特 性 を 向 上 さ せ
る よ う に す る こ と が で き る 電 子 部 品 用 ソ ケ ッ ト を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 述 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 電 子 部 品 用 ソ ケ ッ ト は 、 中 央 に パ ッ ケ ー ジ 装 着 部
を 有 す る ソ ケ ッ ト 本 体 と 、 該 ソ ケ ッ ト 本 体 に 対 し て 上 下 動 可 能 に 設 け ら れ た カ バ ー 部 材 と
、 前 記 ソ ケ ッ ト 本 体 の パ ッ ケ ー ジ 装 着 部 に 装 着 さ れ た パ ッ ケ ー ジ を 保 持 す る 押 圧 ヒ ー ト シ
ン ク 機 構 と 、 該 パ ッ ケ ー ジ と 接 続 さ れ る 複 数 個 の コ ン タ ク ト と を 有 す る 電 子 部 品 用 ソ ケ ッ
ト に お い て 、 前 記 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 が 、 前 記 ソ ケ ッ ト 本 体 に ア ー ム 部 材 に よ り 回 動 可
能 に 枢 支 さ れ た 押 圧 部 材 の 上 面 に ヒ ー ト シ ン ク 機 構 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 本 発 明 の 電 子 部 品 用 ソ ケ ッ ト は 、 前 記 ヒ ー ト シ ン ク 部 材 が 、 ほ ぼ 平 行 に 間 隔 を 置 い
て 形 成 さ れ た 複 数 個 の フ ィ ン が 上 面 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
さ ら に 、 本 発 明 の 電 子 部 品 用 ソ ケ ッ ト は 、 前 記 ヒ ー ト シ ン ク 部 材 の フ ィ ン が 、 対 向 す る ヒ
ー ト シ ン ク 部 材 の フ ィ ン と 同 じ 方 向 に 整 列 す る よ う に 設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
さ ら に ま た 、 本 発 明 の 電 子 部 品 用 ソ ケ ッ ト は 、 前 記 対 向 す る 押 圧 部 材 が 、 前 記 パ ッ ケ ー ジ
装 着 部 に 装 着 さ れ た パ ッ ケ ー ジ を 押 圧 す る よ う に 前 記 ア ー ム 部 材 に よ っ て 枢 支 さ れ 、 前 記
押 圧 部 材 が 熱 伝 達 シ ー ト 部 材 か ら 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 電 子 部 品 用 ソ ケ ッ ト は 、 前 記 熱 伝 達 シ ー ト 部 材 が 、 装 着 さ れ る パ ッ ケ ー ジ の チ ッ
プ 形 状 に 対 応 し た 形 状 の 窪 み 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 の そ の 他 の 目 的 や 特 徴 お よ び 利 点 は 、 添 付 図 面 に 示 さ れ る 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い
て の 以 下 の 詳 細 な 説 明 か ら 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
（ 実 施 例 １ ）
図 １ 乃 至 図 ５ は 、 本 発 明 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト に お け る 実 施 例 １ を 示 す 説 明 図 で 、 図 １ は 、 本 発
明 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト を テ ス ト 状 態 で 示 す 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 が 閉 じ て い る 時 の 概 略 説 明 斜
視 図 、 図 ２ は 、 図 １ の 本 発 明 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の 実 施 例 １ を 操 作 状 態 で 示 す 押 圧 ヒ ー ト シ ン
ク 機 構 が 開 い て い る 時 の 概 略 説 明 斜 視 図 で 、 図 ３ は 、 図 ２ の 本 発 明 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の 押 圧
ヒ ー ト シ ン ク 機 構 が 、 Ｉ Ｃ パ ッ ケ ー ジ に 対 し て 開 い た 状 態 を 示 す 概 略 断 面 部 分 図 、 図 ４ は
、 図 １ の 本 発 明 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の 実 施 例 １ の 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 が 、 Ｉ Ｃ パ ッ ケ ー ジ に
対 し て 閉 じ た 状 態 を 示 す 概 略 断 面 部 分 図 で 、 図 ５ は 、 図 ４ の 本 発 明 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の 実 施
例 １ の 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 と に お け る 熱 放 散 状 態 を 示 す 断 面 部 分 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 １ お よ び 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 本 発 明 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト １ は 、 例 え ば オ ー プ ン ト ッ プ タ
イ プ の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト で あ っ て 、 中 央 に Ｉ Ｃ パ ッ ケ ー ジ や Ｓ ｉ パ ッ ケ ー ジ の よ う な 半 導 体 部
品 等 の パ ッ ケ ー ジ １ ０ が 装 着 さ れ る パ ッ ケ ー ジ 装 着 部 ４ を 有 す る 固 定 側 の ソ ケ ッ ト 本 体 ２
と 、 こ の ソ ケ ッ ト 本 体 ２ に 対 し て 上 下 動 可 能 に 設 け ら れ た オ ー プ ン ト ッ プ タ イ プ の カ バ ー
部 材 ３ と 、 ソ ケ ッ ト 本 体 ２ の パ ッ ケ ー ジ 装 着 部 ４ に 装 着 さ れ た パ ッ ケ ー ジ １ ０ を 押 圧 し て
保 持 す る と 共 に 発 生 し た 熱 を 放 散 す る た め に ソ ケ ッ ト 本 体 ２ の 中 央 に 向 っ て 外 側 か ら 内 側
に 開 閉 可 能 に 、 か つ ソ ケ ッ ト 本 体 ２ の 両 側 辺 部 分 に 回 動 可 能 に 対 向 す る よ う に 枢 支 さ れ た
一 対 の 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 ５ 、 ５ と 、 こ れ ら 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 ５ と 協 働 し て パ ッ ケ
ー ジ １ ０ を 押 圧 す る よ う に 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 ５ 、 ５ と 直 交 す る 方 向 に 回 動 可 能 に 枢 支
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さ れ た 一 対 の 押 圧 機 構 ６ と 、 パ ッ ケ ー ジ 装 着 部 ４ に 装 着 さ れ た パ ッ ケ ー ジ １ ０ の 外 部 端 子
と 接 続 さ れ る 複 数 個 の コ ン タ ク ト ７ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の よ う な 本 発 明 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト １ に お い て 、 パ ッ ケ ー ジ １ ０ を 押 圧 し て 保 持 し 、 か つ 熱
の 放 散 を 行 う よ う に 作 用 す る 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 ５ は 、 押 圧 部 材 ８ と 、 押 圧 部 材 ８ と 一
体 的 に 形 成 さ れ た ヒ ー ト シ ン ク 部 材 １ ４ と 、 こ れ ら 押 圧 部 材 ８ お よ び ヒ ー ト シ ン ク 部 材 １
４ を 先 端 部 に て 支 持 す る 枢 動 可 能 な ア ー ム 部 材 ９ と を 有 し て い る 。 ま た 、 こ の 押 圧 ヒ ー ト
シ ン ク 機 構 ５ の 作 動 方 向 と ほ ぼ 直 交 す る 方 向 に 作 動 す る よ う に 設 け ら れ た 、 パ ッ ケ ー ジ １
０ の 側 部 の 一 部 を 押 圧 す る 押 圧 機 構 ６ は 、 押 圧 部 材 ８ ａ と 、 こ の 押 圧 部 材 ８ ａ を 支 持 す る
枢 動 可 能 な ア ー ム 部 材 ９ ａ と を 有 し て い る 。 さ ら に ま た 、 こ れ ら ソ ケ ッ ト 本 体 ２ と カ バ ー
部 材 ３ 等 は 、 例 え ば 電 気 的 に 絶 縁 性 の 適 宜 な 合 成 樹 脂 材 料 か ら 作 ら れ て い る 。 な お 、 本 発
明 に お い て 用 い ら れ る パ ッ ケ ー ジ １ ０ は 、 サ ブ ス ト レ ー ト と 呼 称 さ れ る 基 板 １ ２ の 中 央 に
、 Ｉ Ｃ チ ッ プ や Ｓ ｉ チ ッ プ の よ う な 半 導 体 素 子 等 の チ ッ プ １ １ が 設 け ら れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 の こ の よ う な Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト １ に お い て 、 ソ ケ ッ ト 本 体 ２ は 、 パ ッ ケ ー ジ １ ０ を 装 着
す る た め の パ ッ ケ ー ジ 装 着 部 ４ が 中 央 部 分 に 形 成 さ れ て お り 、 こ の パ ッ ケ ー ジ 装 着 部 ４ の
ほ ぼ 中 央 部 分 に 載 置 さ れ た パ ッ ケ ー ジ １ ０ を 押 圧 し て 保 持 す る た め に 押 圧 と 熱 を 放 散 す る
ヒ ー ト シ ン ク と を 兼 用 し た 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 ５ が 設 け ら れ て お り 、 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク
機 構 ５ の 押 圧 部 材 ８ が 回 動 可 能 に 枢 支 す る ア ー ム 部 材 ９ が 、 ソ ケ ッ ト 本 体 ２ に そ れ ぞ れ 枢
動 可 能 に 支 持 さ れ る と 共 に 、 パ ッ ケ ー ジ 装 着 部 ４ の ４ 隅 に パ ッ ケ ー ジ １ ０ を 正 確 に 位 置 決
め す る た め の コ ー ナ ー 部 材 の よ う な 位 置 決 め 部 材 １ ３ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 こ の よ う
な 位 置 決 め 部 材 １ ３ は 、 少 な く と も １ つ を 調 節 ね じ を 用 い て 調 節 可 能 に 設 け る の が 好 適 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 ソ ケ ッ ト 本 体 ２ に は 、 カ バ ー 部 材 ３ を 押 上 げ る よ う に ４ 隅 に 配 置 さ れ た コ イ ル ス プ
リ ン グ の よ う な 押 上 げ 用 ば ね 部 材 １ ８ が 設 け ら れ て お り 、 さ ら に 、 ソ ケ ッ ト 本 体 ２ に は 、
パ ッ ケ ー ジ １ ０ の 、 例 え ば 半 田 ボ ー ル や ラ ン ド の よ う な 外 部 端 子 と の 接 続 を な す た め の 多
数 の コ ン タ ク ト ７ が 設 け ら れ て い て 、 上 端 が ソ ケ ッ ト 本 体 ２ の パ ッ ケ ー ジ 装 着 部 ４ の 上 面
と ほ ぼ 同 一 面 を な す よ う に 端 子 部 と し て 形 成 さ れ て お り 、 パ ッ ケ ー ジ １ ０ の 半 田 ボ ー ル や
ラ ン ド 等 の よ う な 外 部 端 子 が 上 に 載 せ ら れ て 接 触 さ れ る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 こ の よ
う な コ ン タ ク ト ７ の 下 端 は 、 ソ ケ ッ ト 本 体 ２ の 底 部 に 固 着 さ れ 、 か つ 下 方 に 突 出 し て 、 回
路 基 板 （ 図 示 し な い ） ま た は テ ス ト ボ ー ド 等 の 接 続 端 子 孔 に 差 し 込 ま れ て 接 続 さ れ る よ う
に 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 こ れ ら コ ン タ ク ト ７ は 、 一 部 の 上 端 面 だ け が 図 ２ に 示 さ れ て お
り 、 こ の 上 端 面 か ら 下 方 に ほ ぼ 垂 直 に 延 び る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 本 実 施 例 に お い て は 、 パ ッ ケ ー ジ １ ０ に ボ ー ル ・ グ リ ッ ド ・ ア レ イ ・ タ イ プ や 、 ラ
ン ド ・ グ リ ッ ド ・ ア レ イ ・ タ イ プ 等 の Ｉ Ｃ パ ッ ケ ー ジ が 用 い ら れ る よ う に な っ て い る が 、
こ の よ う な Ｉ Ｃ パ ッ ケ ー ジ の み に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 他 の 同 様 な タ イ プ の Ｉ Ｃ パ ッ
ケ ー ジ 等 が 使 用 で き る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
カ バ ー 部 材 ３ は 、 オ ー プ ン ト ッ プ タ イ プ の も の で 、 中 央 に 開 口 部 １ ９ が 形 成 さ れ て お り 、
こ の 開 口 部 １ ９ を 通 っ て Ｉ Ｃ パ ッ ケ ー ジ 等 の パ ッ ケ ー ジ １ ０ を パ ッ ケ ー ジ 装 着 部 ４ の 四 隅
の 位 置 決 め 部 材 １ ３ に 沿 っ て 装 着 で き る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 パ ッ ケ ー ジ 装 着 部 ４ は
、 ほ ぼ 方 形 状 を な し て お り 、 カ バ ー 部 材 ３ の 中 央 の 開 口 部 １ ９ 内 に 位 置 さ れ て い て 、 ソ ケ
ッ ト 本 体 ２ の 中 央 部 分 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 カ バ ー 部 材 ３ の 中 央 の 開 口 部 １ ９ を 介 し て パ ッ ケ ー ジ 装 着 部 ４ に 装 着 さ れ た パ ッ ケ
ー ジ １ ０ を 押 圧 し て 保 持 す る と 共 に 、 発 生 し た 熱 を 放 散 す る た め に 、 ソ ケ ッ ト 本 体 ２ の 外
周 側 辺 の 対 向 す る 一 組 の 側 辺 部 分 に お い て 、 互 い に 向 き 合 う よ う に 開 閉 可 能 に 側 辺 部 分 近
傍 に て 枢 支 さ れ た 一 組 の 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 ５ 、 ５ と 、 こ れ ら ヒ ー ト シ ン ク 機 構 ５ 、 ５
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の 作 動 方 向 と ほ ぼ 直 交 す る 方 向 に 開 閉 可 能 に 枢 支 さ れ た 一 組 の 押 圧 機 構 ６ 、 ６ と が 、 そ れ
ぞ れ ア ー ム 部 材 ９ 、 ９ ａ に よ っ て 枢 動 可 能 に 支 持 さ れ て お り 、 第 １ の 組 と し て の 押 圧 ヒ ー
ト シ ン ク 機 構 ５ 、 ５ が パ ッ ケ ー ジ １ ０ の チ ッ プ １ １ 部 分 等 の 主 要 な 部 分 を 押 圧 し て 熱 を 放
散 す る よ う に 作 用 し 、 第 ２ の 組 と し て の 押 圧 機 構 ６ 、 ６ が パ ッ ケ ー ジ １ ０ の 他 の 残 り の 外
周 部 分 を 押 圧 す る こ と に よ っ て 、 パ ッ ケ ー ジ １ ０ を し っ か り と 保 持 す る の を 助 け る よ う に
設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
さ ら に 、 こ の よ う な 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 ５ 、 ５ と 押 圧 機 構 ６ 、 ６ は 、 図 １ の 閉 じ た 状 態
か ら 、 カ バ ー 部 材 ３ の 押 し 下 げ に よ っ て 図 ２ の 開 か れ た 状 態 に 開 放 さ れ る よ う に 作 動 さ れ
、 カ バ ー 部 材 ３ の 押 し 下 げ を 止 め て 、 カ バ ー 部 材 ３ が ば ね 部 材 １ ８ に よ っ て 上 方 に 押 し 上
げ ら れ る 時 に 、 図 １ の 状 態 に 閉 合 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の よ う な 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 ５ 、 ５ は 、 複 数 個 の フ ィ ン １ ５ が 間 隔 を 置 い て ほ ぼ 平 行
な 状 態 に 直 立 す る よ う に 形 成 さ れ た ヒ ー ト シ ン ク 部 材 １ ４ を 有 し て お り 、 し か も 、 こ れ ら
フ ィ ン １ ５ が 対 向 す る 組 の フ ィ ン １ ５ と 同 一 方 向 に 整 列 す る よ う に 形 成 さ れ て い て 良 好 な
空 気 の 流 れ を 生 じ る こ と が で き る よ う に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 こ の よ う な 押 圧 ヒ ー ト シ
ン ク 機 構 ５ の ヒ ー ト シ ン ク 部 材 １ ４ の 下 面 に は 、 熱 伝 達 シ ー ト 部 材 か ら 形 成 さ れ た 押 圧 部
材 ８ が 一 体 的 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 こ の 熱 伝 達 シ ー ト 部 材 か ら 成 る 押 圧 部 材 ８ の 下 面 の
中 央 部 分 に は 、 パ ッ ケ ー ジ １ ０ の チ ッ プ １ １ と 対 応 す る 形 状 の 窪 み 部 １ ７ が 形 成 さ れ て い
て 、 閉 合 状 態 の 時 に こ の 窪 み 部 １ ７ 内 に チ ッ プ １ １ 部 分 を 良 好 に 収 容 し て パ ッ ケ ー ジ １ ０
を 好 適 に 押 圧 し 、 か つ パ ッ ケ ー ジ １ ０ か ら の 熱 の 伝 達 を 良 好 に で き る よ う に 構 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
従 っ て 、 カ バ ー 部 材 ３ の 押 し 下 げ に よ っ て 、 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 ５ の ア ー ム 部 材 ９ が 回
動 さ れ て 、 開 放 状 態 に 作 動 す る こ と が で き る よ う に な っ て お り 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に パ
ッ ケ ー ジ １ ０ の 押 圧 を 解 除 し て 開 放 位 置 に 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 ５ が 回 動 す る こ と が で き
、 こ れ に よ っ て パ ッ ケ ー ジ １ ０ を ソ ケ ッ ト 本 体 ２ の パ ッ ケ ー ジ 装 着 部 ４ か ら 取 り 出 し た り
、 あ る い は 装 着 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト １ に お い て 、 パ ッ ケ ー ジ １ ０ に よ っ て 発 生 さ
れ た 熱 の 放 散 を 良 好 に 行 う こ と が で き る 。 す な わ ち 、 図 ３ 乃 至 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 押
圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 ５ の 開 放 さ れ た 図 ２ の 操 作 状 態 か ら ア ー ム 部 材 ９ の 枢 動 に よ っ て 図 ２
お よ び 図 ３ に 示 さ れ る 閉 じ た テ ス ト 状 態 に 作 動 さ れ た 時 に 、 パ ッ ケ ー ジ １ ０ と チ ッ プ １ １
と に よ っ て 発 生 さ れ た 熱 は 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 パ ッ ケ ー ジ １ ０ の チ ッ プ １ １ と 基 板
１ ２ と か ら 、 熱 伝 達 シ ー ト 部 材 か ら 成 る 押 圧 部 材 ８ に 矢 印 で 示 さ れ る よ う に 熱 伝 達 さ れ て
ヒ ー ト シ ン ク 部 材 １ ４ 自 体 の 側 面 と 、 ヒ ー ト シ ン ク 部 材 １ ４ の 各 フ ィ ン １ ５ の 表 面 と か ら
外 気 に 対 し て 熱 が 放 散 さ れ て 良 好 に 冷 却 が 行 な わ れ る よ う に な る 。 従 っ て 、 パ ッ ケ ー ジ １
０ は 、 チ ッ プ １ １ の 上 面 と 側 面 と 、 サ ブ ス ト レ ー ト と し て の 基 板 １ ２ の 上 面 と か ら 、 熱 伝
達 シ ー ト 部 材 の 押 圧 部 材 ８ に 良 好 に 熱 が 伝 達 さ れ て 放 熱 が 行 な わ れ る よ う に な り 、 押 圧 ヒ
ー ト シ ン ク 機 構 ５ の ヒ ー ト シ ン ク 部 材 １ ４ か ら 放 熱 が 行 な わ れ る の で 、 効 果 的 な ヒ ー ト シ
ン ク 作 用 が 得 ら れ て 広 範 囲 の 熱 伝 達 に よ る ヒ ー ト シ ン ク 放 熱 特 性 を 最 大 限 に 活 用 し て 放 熱
効 果 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
（ 実 施 例 ２ ）
図 ６ 乃 至 図 ８ に は 本 発 明 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の 実 施 例 ２ に お け る 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 ２ ５ が
示 さ れ て お り 、 図 ６ は 、 パ ッ ケ ー ジ １ ０ に 対 し て 開 放 し た 状 態 が 示 さ れ 、 図 ７ に は パ ッ ケ
ー ジ １ ０ に 対 し て 閉 合 し た 状 態 が 示 さ れ 、 さ ら に 、 図 ８ に は 閉 合 し た 状 態 で の 熱 の 放 散 状
態 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 示 さ れ る よ う に 、 本 発 明 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の こ の 実 施 例 ２ に お い て は 、 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク

10

20

30

40

50

(6) JP 2004-14873 A 2004.1.15



機 構 ２ ５ は 、 押 圧 部 材 ２ ８ と 、 複 数 個 の フ ィ ン ３ ５ が 設 け ら れ た ヒ ー ト シ ン ク 部 材 ３ ４ と
を 有 し て お り 、 押 圧 部 材 ２ ８ は 熱 伝 達 シ ー ト 部 材 か ら 成 っ て い る 。 ま た 、 こ の 押 圧 部 材 ２
８ の 下 面 に は 、 チ ッ プ １ １ の た め の 窪 み 部 ３ ７ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 窪 み 部 ３ ７ に 対 応
す る 上 面 の 位 置 に 突 部 ３ ８ が 設 け ら れ て い て ヒ ー ト シ ン ク 部 材 ３ ４ の 下 面 に 形 成 さ れ た 窪
み 部 ３ ６ 内 に 嵌 合 さ れ て 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
従 っ て 、 ヒ ー ト シ ン ク 部 材 ３ ４ の 窪 み 部 ３ ６ に 熱 伝 達 シ ー ト 部 材 の 押 圧 部 材 ２ ８ の 突 部 ３
８ が 嵌 合 し て 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る こ と に よ っ て 、 熱 伝 達 シ ー ト 部 材 の 押 圧 部 材 ２ ８ か
ら ヒ ー ト シ ン ク 部 材 ３ ４ に 、 パ ッ ケ ー ジ １ ０ か ら の 熱 が 良 好 に 伝 達 さ れ る の で 、 ヒ ー ト シ
ン ク 部 材 ３ ４ の フ ィ ン ３ ５ か ら 好 適 に 熱 を 放 散 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
す な わ ち 、 こ の 実 施 例 ２ に お い て は 、 閉 合 状 態 に お い て 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う に パ ッ ケ ー
ジ １ ０ の チ ッ プ １ １ が 、 押 圧 部 材 ２ ８ の 窪 み 部 ３ ７ 内 に 好 適 に 嵌 合 さ れ て 、 テ ス ト 等 に よ
っ て 発 生 し た パ ッ ケ ー ジ １ ０ の チ ッ プ １ １ や 基 板 １ ２ か ら の 熱 が 、 図 ８ に 矢 印 で 示 さ れ る
よ う に 、 熱 伝 達 シ ー ト 部 材 で あ る 押 圧 部 材 ２ ８ に 伝 達 さ れ て 、 さ ら に 、 ヒ ー ト シ ン ク 部 材
３ ４ に 伝 え ら れ る の で 、 ヒ ー ト シ ン ク 部 材 ３ ４ の 側 面 や フ ィ ン ３ ５ の 表 面 か ら 熱 が 外 気 に
対 し て 良 好 に 放 熱 さ れ る た め に 、 パ ッ ケ ー ジ １ ０ の チ ッ プ １ １ と 基 板 １ ２ と が 良 好 に 冷 却
さ れ て 効 果 的 な ヒ ー ト シ ン ク 作 用 が 得 ら れ 、 放 熱 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ 実 施 例 ３ ）
図 ９ お よ び 図 １ ０ に は 本 発 明 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の 実 施 例 ３ に お け る 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 ４
５ が 示 さ れ て お り 、 図 ９ は 、 パ ッ ケ ー ジ １ ０ に 対 し て 開 放 し た 状 態 が 示 さ れ 、 図 １ ０ に は
、 パ ッ ケ ー ジ １ ０ に 対 し て 閉 合 し た 状 態 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 示 さ れ る よ う に 、 本 発 明 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の こ の 実 施 例 ３ に お い て は 、 パ ッ ケ ー ジ １ ０ は
、 基 板 １ ２ 上 に 設 け ら れ た チ ッ プ １ １ と 、 こ の チ ッ プ １ １ の 近 傍 に 設 け ら れ た 抵 抗 体 等 の
部 品 １ １ ａ と を 有 し て い る 。 こ の よ う な パ ッ ケ ー ジ １ ０ に 対 応 す る た め に 、 押 圧 ヒ ー ト シ
ン ク 機 構 ４ ５ は 、 押 圧 部 材 ４ ８ と 、 複 数 個 の フ ィ ン ５ ５ が 設 け ら れ た ヒ ー ト シ ン ク 部 材 ５
４ と を 有 し て お り 、 熱 伝 達 シ ー ト 部 材 か ら 成 る 押 圧 部 材 ４ ８ の 下 面 に 、 チ ッ プ １ １ の た め
の 窪 み 部 ５ ７ が 設 け ら れ る と 共 に 、 抵 抗 体 等 の 部 品 １ １ ａ の た め の 窪 み 部 ５ ７ ａ と が 設 け
ら れ て い て 、 押 圧 部 材 ４ ８ と ヒ ー ト シ ン ク 部 材 ５ ４ と が 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
従 っ て 、 実 施 例 ３ の こ の よ う な 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 ４ ５ の 閉 合 状 態 に お い て は 、 図 １ ０
に 示 さ れ る よ う に 、 パ ッ ケ ー ジ １ ０ の チ ッ プ １ １ が 、 押 圧 部 材 ４ ８ の 窪 み 部 ５ ７ 内 に 嵌 合
さ れ る と 共 に 、 抵 抗 体 等 の 部 品 １ １ ａ が 窪 み 部 ５ ７ ａ 内 に 嵌 合 さ れ て 、 テ ス ト 等 に よ っ て
発 生 し た パ ッ ケ ー ジ １ ０ の チ ッ プ １ １ や 抵 抗 体 等 の 部 品 １ １ ａ と 基 板 １ ２ と か ら の 熱 が 、
熱 伝 達 シ ー ト 部 材 で あ る 押 圧 部 材 ４ ８ に 伝 達 さ れ て 、 さ ら に 、 ヒ ー ト シ ン ク 部 材 ５ ４ に 伝
え ら れ る の で 、 ヒ ー ト シ ン ク 部 材 ５ ４ の 側 面 や フ ィ ン ５ ５ の 表 面 か ら 熱 が 外 気 に 対 し て 良
好 に 放 熱 さ れ る た め に 、 パ ッ ケ ー ジ １ ０ の チ ッ プ １ １ と 部 品 １ １ ａ と 基 板 １ ２ と が 良 好 に
冷 却 さ れ て 効 果 的 な ヒ ー ト シ ン ク 作 用 が 得 ら れ 、 放 熱 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
（ 実 施 例 ４ ）
図 １ １ お よ び 図 １ ２ に は 本 発 明 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の 実 施 例 ４ に お け る 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構
６ ５ が 示 さ れ て お り 、 図 １ １ は 、 パ ッ ケ ー ジ １ ０ に 対 し て 開 放 し た 状 態 が 示 さ れ 、 図 １ ２
に は パ ッ ケ ー ジ １ ０ に 対 し て 閉 合 し た 状 態 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
図 示 さ れ る よ う に 、 本 発 明 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の こ の 実 施 例 ４ に お い て は 、 パ ッ ケ ー ジ １ ０ は
、 基 板 １ ２ 上 に 設 け ら れ た チ ッ プ １ １ と 、 こ の チ ッ プ １ １ の 近 傍 に 設 け ら れ た 抵 抗 体 等 の
部 品 １ １ ａ と を 有 し て い る 。 こ の よ う な パ ッ ケ ー ジ １ ０ に 対 応 す る た め に 、 押 圧 ヒ ー ト シ
ン ク 機 構 ６ ５ は 、 押 圧 部 材 ６ ８ と 、 複 数 個 の フ ィ ン ７ ５ が 設 け ら れ た ヒ ー ト シ ン ク 部 材 ７
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４ と を 有 し て お り 、 熱 伝 達 シ ー ト 部 材 か ら 成 る 押 圧 部 材 ６ ８ の 下 面 に チ ッ プ １ １ の た め の
窪 み 部 ７ ７ と 、 抵 抗 体 等 の 部 品 １ １ ａ の た め の 窪 み 部 ７ ７ ａ と が 設 け ら れ て お り 、 窪 み 部
７ ７ に 対 応 す る 上 面 の 位 置 に 突 部 ７ ８ が 設 け ら れ る と 共 に 、 窪 み 部 ７ ７ ａ に 対 応 す る 上 面
の 位 置 に 突 部 ７ ８ ａ が 設 け ら れ て い て 、 ヒ ー ト シ ン ク 部 材 ７ ４ の 下 面 に 形 成 さ れ た 窪 み 部
７ ９ 内 と 窪 み 部 ７ ９ ａ 内 と に そ れ ぞ れ 嵌 合 さ れ て 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
従 っ て 、 こ の 実 施 例 ４ の 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 ６ ５ の 閉 合 状 態 に お い て は 、 図 １ ２ に 示 さ
れ る よ う に パ ッ ケ ー ジ １ ０ の チ ッ プ １ １ が 、 押 圧 部 材 ６ ８ の 窪 み 部 ７ ７ 内 に 嵌 合 さ れ 、 部
品 １ １ ａ が 窪 み 部 ７ ７ ａ 内 に 嵌 合 さ れ て 、 テ ス ト 等 に よ っ て 発 生 し た パ ッ ケ ー ジ １ ０ の チ
ッ プ １ １ や 部 品 １ １ ａ と 基 板 １ ２ と か ら の 熱 が 、 熱 伝 達 シ ー ト 部 材 で あ る 押 圧 部 材 ６ ８ に
伝 達 さ れ て 、 さ ら に 、 ヒ ー ト シ ン ク 部 材 ７ ４ に 伝 え ら れ る の で 、 ヒ ー ト シ ン ク 部 材 ７ ４ の
側 面 や フ ィ ン ７ ５ の 表 面 か ら 熱 が 外 気 に 対 し て 良 好 に 放 熱 さ れ る た め に 、 パ ッ ケ ー ジ １ ０
の チ ッ プ １ １ と 部 材 １ １ ａ と 基 板 １ ２ と が 良 好 に 冷 却 さ れ て 効 果 的 な ヒ ー ト シ ン ク 作 用 が
得 ら れ 、 放 熱 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 請 求 項 １ 記 載 の 電 子 部 品 用 ソ ケ ッ ト は 、 中 央 に パ ッ ケ ー ジ 装 着 部 を 有 す る ソ ケ ッ
ト 本 体 と 、 該 ソ ケ ッ ト 本 体 に 対 し て 上 下 動 可 能 に 設 け ら れ た カ バ ー 部 材 と 、 前 記 ソ ケ ッ ト
本 体 の パ ッ ケ ー ジ 装 着 部 に 装 着 さ れ た パ ッ ケ ー ジ を 保 持 す る 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 と 、 該
パ ッ ケ ー ジ と 接 続 さ れ る 複 数 個 の コ ン タ ク ト と を 有 す る 電 子 部 品 用 ソ ケ ッ ト に お い て 、 前
記 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 が 、 前 記 ソ ケ ッ ト 本 体 に ア ー ム 部 材 に よ り 回 動 可 能 に 枢 支 さ れ た
押 圧 部 材 の 上 面 に ヒ ー ト シ ン ク 部 材 を 有 す る の で 、 パ ッ ケ ー ジ の チ ッ プ の 上 面 と 側 面 お よ
び パ ッ ケ ー ジ の 基 板 と か ら 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 に 対 し て パ ッ ケ ー ジ の 上 表 面 全 体 か ら 熱
伝 達 が 良 好 に 行 な わ れ て 、 広 範 囲 か ら の 熱 伝 達 に よ り 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 の 放 熱 特 性 を
最 大 限 に 活 用 し て 効 果 的 に 放 熱 を 行 っ て 冷 却 す る こ と が で き 、 好 適 な ヒ ー ト シ ン ク 作 用 に
よ り 放 熱 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
本 発 明 の 請 求 項 ２ 記 載 の 電 子 部 品 用 ソ ケ ッ ト は 、 前 記 ヒ ー ト シ ン ク 部 材 が 、 ほ ぼ 平 行 に 間
隔 を 置 い て 形 成 さ れ た 複 数 個 の フ ィ ン が 上 面 に 設 け ら れ て い る の で 、 パ ッ ケ ー ジ の チ ッ プ
の 上 面 と 側 面 お よ び パ ッ ケ ー ジ の 基 板 と か ら 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 に 対 し て 熱 伝 達 が 行 な
わ れ て 、 複 数 個 の フ ィ ン を 有 す る ヒ ー ト シ ン ク 部 材 等 の 広 範 囲 か ら の 熱 伝 達 に よ り 押 圧 ヒ
ー ト シ ン ク 機 構 の 放 熱 特 性 を 最 大 限 に 利 用 し て 効 果 的 に 放 熱 を 行 っ て 冷 却 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
本 発 明 の 請 求 項 ３ 記 載 の 電 子 部 品 用 ソ ケ ッ ト は 、 前 記 ヒ ー ト シ ン ク 部 材 の フ ィ ン が 、 対 向
す る ヒ ー ト シ ン ク 部 材 の フ ィ ン と 同 じ 方 向 に 整 列 す る よ う に 設 置 さ れ て い る の で 、 パ ッ ケ
ー ジ の チ ッ プ の 上 面 と 側 面 お よ び パ ッ ケ ー ジ の 基 板 か ら 、 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 の ヒ ー ト
シ ン ク 部 材 に 対 し て 熱 伝 達 が 行 な わ れ て 広 範 囲 か ら の 熱 伝 達 に よ り 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構
の 放 熱 特 性 を 最 大 限 に 用 い て 効 果 的 に 放 熱 を 行 っ て 良 好 に 冷 却 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
本 発 明 の 請 求 項 ４ 記 載 の 電 子 部 品 用 ソ ケ ッ ト は 、 前 記 対 向 す る 押 圧 部 材 が 、 前 記 パ ッ ケ ー
ジ 装 着 部 に 装 着 さ れ た パ ッ ケ ー ジ を 押 圧 す る よ う に 前 記 ア ー ム 部 材 に よ っ て 枢 支 さ れ 、 前
記 押 圧 部 材 が 熱 伝 達 シ ー ト 部 材 か ら 形 成 さ れ て い る の で 、 パ ッ ケ ー ジ を し っ か り と 押 圧 し
て 保 持 し 、 パ ッ ケ ー ジ の 基 板 と チ ッ プ と か ら 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 に 対 し て 熱 伝 達 が 行 な
わ れ て 良 好 に 放 熱 さ れ て 、 広 範 囲 か ら の 熱 伝 達 に よ り 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 の 放 熱 特 性 を
最 大 限 に 活 用 し て 効 果 的 に 放 熱 を 行 っ て 冷 却 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
本 発 明 の 請 求 項 ５ 記 載 の 電 子 部 品 用 ソ ケ ッ ト は 、 前 記 熱 伝 達 シ ー ト 部 材 が 、 装 着 さ れ る パ
ッ ケ ー ジ の チ ッ プ 形 状 に 対 応 し た 形 状 の 窪 み 部 が 形 成 さ れ て い る の で 、 パ ッ ケ ー ジ の 基 板
と チ ッ プ と か ら 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 に 対 し て 熱 伝 達 が 良 好 に 行 な わ れ 、 広 範 囲 か ら の 熱
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伝 達 に よ り 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 の 放 熱 特 性 を 最 大 限 に 活 用 し て 効 果 的 に 放 熱 を 行 っ て パ
ッ ケ ー ジ を 冷 却 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の 実 施 例 １ を テ ス ト 状 態 で 示 す 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 が 閉
合 し て い る 時 の 概 略 説 明 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 本 発 明 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の 実 施 例 １ を 操 作 状 態 で 示 す 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構
が 開 放 し て い る 時 の 概 略 説 明 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 本 発 明 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の 実 施 例 １ の 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 が 、 Ｉ Ｃ パ ッ ケ
ー ジ に 対 し て 開 放 し た 状 態 を 示 す 概 略 断 面 部 分 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 本 発 明 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の 実 施 例 １ の 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 が 、 Ｉ Ｃ パ ッ ケ
ー ジ に 対 し て 閉 合 し た 状 態 を 示 す 概 略 断 面 部 分 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 本 発 明 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の 実 施 例 １ の 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 に お け る 熱 放 散
状 態 を 示 す 断 面 部 分 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の 実 施 例 ２ の 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 が 、 Ｉ Ｃ パ ッ ケ ー ジ に
対 し て 開 放 し た 状 態 を 示 す 概 略 断 面 部 分 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 本 発 明 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の 実 施 例 ２ の 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 が 、 Ｉ Ｃ パ ッ ケ
ー ジ に 対 し て 閉 合 し た 状 態 を 示 す 概 略 断 面 部 分 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の 本 発 明 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の 実 施 例 ２ の 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 に お け る 熱 放 散
状 態 を 示 す 断 面 部 分 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の 実 施 例 ３ の 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 を 開 放 状 態 で 示 す 概 略
断 面 部 分 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ の 本 発 明 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の 実 施 例 ３ の 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 を 閉 合 状 態 で
示 す 概 略 断 面 部 分 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の 実 施 例 ４ の 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 を 開 放 状 態 で 示 す 概
略 断 面 部 分 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ の 本 発 明 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の 実 施 例 ４ の 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 を 閉 合 状 態
で 示 す 概 略 断 面 部 分 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 従 来 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト を テ ス ト 状 態 で 示 す 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 が 閉 合 し て い る
時 の 概 略 説 明 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ３ の 従 来 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト を 操 作 状 態 で 示 す 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 が 開 放 し
て い る 時 の 概 略 説 明 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ３ の 従 来 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 の 閉 合 状 態 に お け る 熱 放
散 状 態 を 示 す 断 面 部 分 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 従 来 の 別 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 と の 閉 合 状 態 に お け る 熱 放 散
状 態 を 示 す 断 面 部 分 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 従 来 の さ ら に 別 の Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト の 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構 と の 閉 合 状 態 に お け る
熱 放 散 状 態 を 示 す 断 面 部 分 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 Ｉ Ｃ ソ ケ ッ ト
２ 　 　 　 ソ ケ ッ ト 本 体
３ 　 　 　 カ バ ー 部 材
４ 　 　 　 パ ッ ケ ー ジ 装 着 部
５ 　 　 　 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構
６ 　 　 　 押 圧 機 構
７ 　 　 　 コ ン タ ク ト
８ 　 　 　 押 圧 部 材
８ ａ 　 　 押 圧 部 材
９ 　 　 　 ア ー ム 部 材
９ ａ 　 　 ア ー ム 部 材
１ ０ 　 　 パ ッ ケ ー ジ
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１ １ 　 　 チ ッ プ
１ １ ａ 　 部 品 （ 附 属 部 品 ）
１ ２ 　 　 基 板 （ サ ブ ス ト レ ー ト ）
１ ３ 　 　 位 置 決 め 部 材
１ ４ 　 　 ヒ ー ト シ ン ク 部 材
１ ５ 　 　 フ ィ ン
１ ７ 　 　 窪 み 部
１ ８ 　 　 ば ね 部 材
１ ９ 　 　 開 口 部
２ ５ 　 　 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構
２ ８ 　 　 押 圧 部 材
３ ４ 　 　 ヒ ー ト シ ン ク 部 材
３ ５ 　 　 フ ィ ン
３ ６ 　 　 窪 み 部
３ ７ 　 　 窪 み 部
３ ８ 　 　 突 部
４ ５ 　 　 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構
４ ８ 　 　 押 圧 部 材
５ ４ 　 　 ヒ ー ト シ ン ク 部 材
５ ５ 　 　 フ ィ ン
５ ７ 　 　 窪 み 部
５ ７ ａ 　 窪 み 部
６ ５ 　 　 押 圧 ヒ ー ト シ ン ク 機 構
６ ８ 　 　 押 圧 部 材
７ ４ 　 　 ヒ ー ト シ ン ク 部 材
７ ５ 　 　 フ ィ ン
７ ７ 　 　 窪 み 部
７ ７ ａ 　 窪 み 部
７ ８ 　 　 突 部
７ ８ ａ 　 突 部
７ ９ 　 　 窪 み 部
７ ９ ａ 　 窪 み 部

10

20

30

(10) JP 2004-14873 A 2004.1.15



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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